
大分工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 材料学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 R06M316 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材
（教科書）打越 二彌 著，「図解 機械材料 第３版」，東京電機大学出版局
（参考図書１）門間 改三 著，「大学基礎 機械材料 改訂版」，実教出版
（参考図書２）久保井 徳洋，樫原 恵藏 共著「材料学」，コロナ社

担当教員 松本 佳久
到達目標
(1) 機械材料の性質と種類， 結晶構造の基本と表し方，特徴を理解する．（定期試験と課題）
(2) 材料の機械的性質，その評価方法と変形機構を理解する．（定期試験と課題）
(3) 金属・合金の結晶と状態変化，合金状態図の基本を理解する．（定期試験と課題）
(4) 金属材料の変形と結晶，強化方法とその原理を理解する．（定期試験と課題）
(5) 自主的・継続的な学習および演習により，理解を深めることができる．（課題・レポート）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標 (1) の評価指標
機械材料の性質と種類，結晶構造
の基本と表し方，特徴を理解し
，金属・合金の結晶と状態変化を
結びつけることができる．

機械材料の性質と種類，結晶構造
の基本を理解し，格子定数や原子
の充填率を計算することができる
．

機械材料の性質と種類，結晶構造
の基本が理解できない

到達目標 (2) の評価指標
材料の機械的性質，その評価方法
と変形機構を理解し，機械材料の
性質と種類の多様性，最適な試験
方法の選択ができる．

材料の機械的性質，その評価方法
を理解し，各パラメータの持つ意
味と適用条件を示すことができる
．

材料の機械的性質，その評価方法
を理解できない

到達目標 (3) の評価指標
金属・合金の結晶と状態変化，合
金状態図の基本を理解し，状態変
化と凝固過程を説明できる．

合金状態図の理解の中で出てくる
「てこの法則」で組織割合を計算
することができる．

合金状態図が表す意味を理解でき
ない

到達目標 (4) の評価指標
金属材料の変形と結晶，強化方法
とその原理を理解し，各材料の最
適な強化方法を提案できる．

金属材料の強化方法を知識として
蓄えることができる．

金属材料の強化方法を理解できな
い．

到達目標 (5) の評価指標
金属材料の基本構造を理解し，そ
の性質を利用した適用方法を説明
できる．

金属材料の基本構造と性質の知識
を有し，説明ができる．

金属材料の基本構造と性質の知識
を有していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育目標 (B2)
教育方法等

概要

材料の科学的・工学的な特性や特徴を理解することは機械設計や生産技術において必要不可欠とされる．本講義では
，材料学の初歩として，金属の原子配列や変形メカニズム，機械的性質の定義や評価方法について解説する．また合金
の平衡状態図の理解の仕方について教授し，基礎的事項とその応用ならびに活用方法についての説明を展開する．
（科目情報）
関連科目　トライボロジー，機械工作法Ⅰ，機械工作法Ⅱ

授業の進め方・方法
材料系領域として，機械で用いられる材料の基礎的な事柄を学ぶ。ここでは主に金属及び合金について，種類，製法
，性質，用途，加工性の基礎的知識を身につけるための授業を展開する．
（事前学習）
新聞記事や各種情報源により，金属材料の開発動向とその製法について調べ，授業内容との対応を確認する。

注意点

（履修上の注意）
1. 配布するプリントには，授業で補足する点を書き込むとよい．また問題を解く場合に使用するので，整理してファイ
リングしておくとよい．
2. 授業中の課題，配布資料の要点をまとめてノートに整理すること．
（自学上の注意）
継続的な学習に取り組むと共に，課題は必ず自力で解き，内容を理解して身につけること．

評価
到達目標の(1)～(4)について，2回の試験（テスト）と課題で評価する．
（総合評価）
・総合評価＝0.8×（2回の定期試験の平均）＋0.2×（課題）
（単位修得の条件について）
・総合評価が60点以上を合格とする．
（再試験について）
・再試験は総合評価が60点に満たない者に対して実施する．なお，全ての課題を提出した者に対して受験資格を与える．
・ただし，正当な理由なく定期試験を欠席した者には再試験は行わない．
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
１．機械材料の開発と発展
(1)材料の形態と昨今の材料
２．結晶構造
(1)結晶格子

材料開発の変遷と動向を理解し，優れた材料特性を得
ることの意味を理解できる．

2週 ２．結晶構造
(2)最密充填構造 結晶構造における，最密充填構造が理解できる．

3週 ２．結晶構造
(3)充填率 各種結晶構造における，充填率が理解できる．

4週 ２．結晶構造
(4)ミラー指数

結晶構造の表し方である，ミラー指数でこれを説明す
ることができる．



5週
２．結晶構造
(5)合金の原子配列
(6)結晶構造の欠陥

合金の濃度を原子％および質量％の両方で計算，換算
する方法を理解できる．

6週 ３．材料の機械的性質と変形
(1)引張，硬さ，靱性，疲労

引張，硬さ，靱性，疲労の各物理的性質の意味が理解
できる．

7週
３．材料の機械的性質と変形
(2)塑性加工
(3)金属のすべり変形

機械的性質の検査方法を理解し，荷重－伸び線図，比
例限度，弾性限度および降伏点，硬さ測定原理，延性
，展性，靱性あるいは脆性，疲労破壊，S-N 曲線の見
方や使い方を示すことが出来る．熱間加工，温間加工
および冷間加工の長短所や変形機構を理解できる．

8週 ３．材料の機械的性質と変形
(4)転位と変形機構

転位の概念と各種変形機構が理解できる．また，降伏
，加工硬化，降伏条件式，相当応力及び体積一定則の
塑性力学の基本理念が説明できる．

2ndQ

9週 前期中間試験 到達目標 (1), (2)

10週
前期中間試験の解答と解説
４．材料の状態変化
(1)相変化と変態点

理解度確認と分からなかった点を把握し．理解できる
．
材料の状態変化における，相変化と変態点が理解でき
る．

11週 ４．材料の状態変化
(2)純金属と合金の凝固

純金属と合金の凝固過程の違いが理解でき，説明でき
る．

12週 ４．材料の状態変化
(3)相律，合金状態図（溶解度曲線）

融解・凝固現象，潜熱および変態点について学び，熱
分析曲線が理解できる．純金属の凝固過程や合金凝固
時の，てこの関係，液・固相線，溶解度曲線等が理解
できる．

13週 ５．合金の状態図
(1)全率固溶型 全率固溶型の状態図が表す組織を理解できる．

14週 ５．合金の状態図
(2)共晶型

共晶型状態図が作成されていく過程やその読み方およ
び使い方が理解できる．また，融液から常温の固相状
態に至る，それぞれの段階における相の名称や状態
，濃度や質量比を理解できる．それ以外に各反応内容
と状態変化を学び，状態図の読み方が説明できる．

15週 前期期末試験 到達目標 (3), (4), (5)

16週 前期期末試験の解答と解説 理解度確認と分からなかった点を把握し．理解できる
．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 機械系分野

工作

降伏、加工硬化、降伏条件式、相当応力、及び体積一定則の塑性
力学の基本概念が説明できる。 3 前9

平行平板の平面ひずみ圧縮を初等解析法により解くことができる
。 3 前9

軸対称の圧縮を初等解析法により解くことができる。 3 前9

材料

機械材料に求められる性質を説明できる。 3 前1
金属材料、非金属材料、複合材料、機能性材料の性質と用途を説
明できる。 3 前1

引張試験の方法を理解し、応力-ひずみ線図を説明できる。 3 前6,前7
硬さの表し方および硬さ試験の原理を説明できる。 3 前6,前7
脆性および靱性の意味を理解し、衝撃試験による粘り強さの試験
方法を説明できる。 3 前6,前7

疲労の意味を理解し、疲労試験とS-N曲線を説明できる。 3 前7
機械的性質と温度の関係およびクリープ現象を説明できる。 3 前6,前7

金属と合金の結晶構造を説明できる。 3 前2,前3,前
4

金属と合金の状態変化および凝固過程を説明できる。 3 前5,前
10,前11

合金の状態図の見方を説明できる。 3 前12,前
13,前14

塑性変形の起り方を説明できる。 3 前7,前9
評価割合

試験 課題 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100


